
舞鶴らしい協働のまちづくりに向けた市民懇話会

自主討論会（平成17年 2月6日）の意見等

●転勤族など一時的な居
住者が多い

●住民気質：おとなしい、
陽気ではない

●地域には、様々な
特技や知識、経験
をもった人たち
が、大勢居る。

●災害時の市民の相
互支援

●人々が持っている
技術や労働力を、
必要な部分に的確
に振り分ける

●参加したいが、時
間が無い、面倒

●きっかけがない

●どこから始めれば
いいか分からない

●色んなレベルの話
ができてこそ多く
の人が参加できる

●個人レベルでも参
加できる

●管理できずに荒廃
してゆく文化財を
保護したい

●自治会や町内会な
ど、地縁を基本とした
参加の仕組みづくり

●まずは身近な問題を
解決することから取
り組むことが大切

●難しい話は
分からん！

●どんな組織があって、どんな
活動をしているの？

●誰かこんな特技や知識を持っ
ている人は居ないの？

●若い人が居なくて祭
やイベントが継続で
きない

●取り組みには目標
が必要

●沢山の人が参加す
る議論の場が必要

赤煉瓦をテーマとしたウ
ォーターフロント整備を
実現したい

●舞鶴を代表するインパ
クトのある取り組み

●市民の思いや小さな活
動の積み重ねによって実
現

●どんな活動にもお金
は必要

●市の財政難、経費節減

●行政と市民の役割分担を確立
すること、市民の担う役割が「市
民活動」から「ビジネス」に発
展できることが必要。

●雇用と納税につながり、行政サ
ービスの安定に繋がる取り組み

●指針を確立することが大切。

●「舞鶴らしさ」は、検討の視点のひ
とつ。

●インターネットの活用は有効。

●しかし、同時に図書館にも印刷
物を置いたり、パソコン教室の
充実などの配慮も欠かせない。

●今回のような懇話会
が、各地域で行われる
ことが望まれる

●条例化にまで持って行
きたい。持っていくべき。

●ただし、その為には市民
の合意が必要。

●これまでの経験を活かして、
何か社会に役立ちたい

●誰か一緒に活動する人は居ま
せんか？

●従来の「補助」や「助成」
とは異なる、行政と市民が
対等な関係

●市民がやれることはどん
どん分担・委託

●ハコものが多いが
有効に使われてい
ない

●病院が多い

●市民と行政の協働では
すれ違いがあった

●位置付けがなく、市民の
活動は手詰まり状態

●舞鶴らしさ？

●情報を扱うに
は、専門のノウ
ハウが必要

「市民活動センター」（仮称）

●各種市民団体や特技を持った個人、自治会
等の地縁組織、その他参画の意思がある団
体個人を連携する。

●情報を管理する機能、求める人と求められ
る人の「お見合い」機能、行政などに対し
てまちづくりの検討や提案をする機能、災
害対策機能、様々な市民活動を支援する機
能、市民と行政が議論する場としての機能、
資金の流れの中枢になる機能などが考えら
れる。

●情報を一元化して管
理する

●行政の枠などにとら
われない、本当に市民
が必要な情報の受発
信

●より多くの人が気軽
に参加できるような
環境づくり

●無関心な人にも参加
してもらえるような
環境づくり


